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　　Le　moment　ou　je　parle　est　d6ja　loin　de　moi．
　つまり，Quicheratが考えた律動（彼はrythmeという語を使わずに，　ca・
denceといっている）の理論を要約すれぽ，つぎのようになる。
　他の現代（ヨーロッパ）語の詩句と同じように，フランス語の詩句はいく
つかの強拍，同じことであるが言葉をかえていえぽ，いくつかの強勢音を要
求する。12音節詩句にはふたつの不可欠な強勢音，つまり半句末の強勢音
と脚韻の位置にある強勢音がある。そのほかに，位置の変わるふたつの強勢
音もあり，これらの強勢音は各半句の1番目から4番目の音節の任意のひ
とつに置かれる。
　これらふたつの副次的強勢音の位置が変動するために，音節数が変わらな
いということから生ずる単調さが回避されるのである。脚韻の強勢音と前半
句末のそれがあまりにも弱すぎたり，強勢音の数が4つを越したり，4つ
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未満であったり，またはふたつの強勢音が直接連続する時には，12音節詩
　　　　　　　　　　　　　　　（3）
句はきちんとしたリズムをもちえない。
　Quicheratは，したがって，各半句のなかに強勢音が均整のとれた姿で配
分されること，つまり強勢音のシンメトリーを求めたのである。それゆえ，つ
ぎのC6rneilleの詩句
Vous　le’高奄?浮?@r6v61er　qu，il　ne　me　le　r6vさle
の後半句のように，非強勢のeの連続は半句内部の強勢音を消滅させるので，
詩句をごつごつした感じにさせると非難している。また，つぎのVoltaireの
詩句
Se　peut－il　qu’en　ce　temps　de　d6solation
のなかのd6solationのような，半句の大部分もしくは全部を占めてしまう長
い単語については，《一般的に言って，わが国の詩句のなかにうまくおさまり
難い5音節の単語，特に一ionで終わっている単語は，使用をつつしむべきで
ある》というLa　Harpeの言葉を引用している6
　F．de　Gramontもまた，そのLes　vers　frangais　et　leur　prosodie（1876）
のなかで，詩句のリズムの根源にシンメトリーを置いている。12音節詩句に
ついては，《この詩句のなかでは，文をいかなるところでも区切ることができ
る。しかし，（6番目の音節に置かれる）中央の強勢だけは，詩句末のそれと同
じく厳しく守られなけれぽならない。その強勢がはっきりしていて，しっかり固
定されたものであればあるほど，詩句は調和がとれ，堅牢になる。これはリズ
ムにとって必要不可欠の条件である。……そして各半句の内部にあるアクセン
トがきわめて変化に豊んだリズムを産み出すので，その重要性は大である。そ
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れは，中央と脚韻のアクセントに結合して，詩のなかに，少くとも効果とし
て，ギリシャ・ラテンの詩句の脚にある程度まで比肩しうるリズム分節を産み
　（4）
出す》としている。
　4十6の10音節詩句については，2音節ごとに規則的に強勢を置くことの
できる詩句であり，特に4音節の前半句においては，2十2がゆったりした感
じを与えうる唯一の型である。6音節の後半句では他の分節形式も許されるの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
で，その多様な型にもっともよく適合すると述べている。
　Quicherat，　E　de　Gramontの説の延長線上にあり，さらにその理論を発展
させたのは，Trait6　96n6ral　de　Versification　fangaise［Paris，　G・Charpentier，
1879］を著わし，そのなかで詩句のリズムの根元を呼吸作用に帰せしめる説を
となえたBecq　de　Fouquiさresである。
　まず，自然を観察すれば，そこには天体の運行，日，季節，年の規則正しい
回帰があり，リズム運動がなされている。それと同じように，人間にも，心臓
の鼓動，呼吸作用などの秩序ある運動が見られる。これを出発点として，彼の
理論はつぎのように進展してゆく。
　ふつうの言語は，耳がその（音節）数も時続時間も算定しえないように，
恣意的に発音された不定量の音の和である。しかし，詩の言語にあっては，
声の規則的な活動を確保し，声を測定しうる単位に従わせなければならな
い。しからぽ，精神の恣意的な産物ではないような声の測定単位は何かとい
うと，それは声を発する役をになう器官の働き，つまり呼吸作用である。す
なわち，息を吸いこみ，これを吐くという運動が，まず呼吸作用のリズムを
産み出す。……この呼吸のリズムは話す時にはふつう破壊される。つまり，
声を発するためには呼気だけが必要とされるので，息を吸う時間が短縮さ
れ，わずかの間，声が休止する。この声の休止が詩の言語を作るさいに時間
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の測定単位として利用される。声を出している（つまり，呼気の連続してい
る）時間を，ほぼ等しい間をおいて声の休止が区切れば，そこにリズムが生
（6）
ずる。
　このような説をもとにして，フランス語においては，1回の呼気の持続時間
が，それぞれの音節の長さは異なるが，12の音節を発音する時間に等しい，
と主張した。各人の肉体的状件による呼吸時間の差異はあるにしても，それは
日の長さが緯度や季節によって異なるようなもので，この時間の測定単位の理
論の決定的な障害にはなりえない。そして，12という数は2，3，4，6のい
ずれの数でも割り切れるので，耳が12音節を2，3，4，6の音のグループに
分割して，容易に全体を把握できる。そして，その観念的原型は
［12311．231123il231
の型の詩句であるとしている。
　しかも，リズムを耳で感じとるためには，言葉のリズムが聴覚的感覚に変化
する，つまり聴者の耳が息を吸いこむ時間の周期的反復を感じとることが必要
であり，そのためには詩句の1行1行が続いてゆくにしたがって，その周期
的な動きが耳で知覚されるように，同一体系の音効果を再現しなければならな
い。かくして，フランス語の詩句は各詩句の最終音節に同じ音を導入し，それ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
が脚韻になった。したがって，脚韻こそは詩句の長さや単位の指標である。
　このようにして，詩句の長さや単位が感知されるようになると，詩句の内部
のさまざまな部分とこの長さの単位との関係を感じさせるように，詩句を分割
しなければならない。ところで，ふたつの数のあいだでも，またふたつの大き
さのあいだでも，もっとも単純な関係は1：2のそれである。それは，まずな
によりも1行の詩句とその最初の倍数である2行の詩句との関係であって，詩
句の長さの単位は2行の詩句が終わってからでないと完全に耳た捉えられない
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という事実が示すとおり，もっとも知覚しやすい関係である。そこでまず，基
本的詩句であるアレクサソドランの呼気の時間と12の音節とが，時間におい
ても数においても，ふたつの等しい部分に分割される。これが中央句切りであ
る。この分割をさらに押し進めれぽ，3十3113十3の観念的原型が得られる。
　しかし，このように分割された詩句は，聴感覚が洗練されていない原始人の
みに適しているのであって，フラソス語詩句は，詩句の内部を時間の等しい4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（s　
つの部分に分割し，そこに異なる数の音節を割当てたのである。
　このことがわかったあとに，発声を規制する内在リズムをいかなる手段によ
って聴覚的リズムに変えるかという問題が残る。半句の切れ目を示す句切りは
軽い沈黙によって詩句をふたつに分割するが，これはいわば消極的な手段であ
り，連続する音のなかにリズム分節を聞きわけるための積極的なしるしを見つ
ける必要がある。それが強さアクセント（accent　tonique）である。それは詩
句のリズム分節の最後音節にはいり込み，強勢された音節は長くのばされ，そ
の量によってリズム分節の終わりを知らせる。このリズム強勢音のおかげで詩
句の内部にある数学的リズムを聴覚的リズムに変える問題が解決されるのであ
る。
　声は脚韻により詩句の長さの単位にしるしをつけ，リズム強勢音によって詩
句の長さの単位と詩句の分割部分との関係を感じとらぜる。
　このような理論が詩句，特に古典的アレクサンドランのリズムについての
Becq　de　Fouquiさresの考えであり，彼のいう純粋理論にたまたま合致した詩
句として，Raicneのつぎの詩句をあげて，以下のような解説をしている。
Un　dest量n　　plus　heureux　　vous　conduit　　en　Epire．
この詩句形態は，音節数と時間の一致に基づいているという注目すべき点
をもっている。この単純な形態の純粋理論詩句では，リズム分節はつねに
音節数において等しく，各分節と半句との比は1：2になり，半句は詩句
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の長さの単位と同じ比を保ρているξその上，意味は詩句とともに始まり，
詩句とともに終わる。文の論理的分割部分はそれぞれ等しく，リズムの分割
部分と正確に一致する。ここに例としてとりあげた詩句では，最初のリズム
分節un　destinは主語とその限定辞からなる。2番目のリズム分節plus
heureuxは主語にかかる形容詞とその修飾語，3番目vous　conduitは動
詞と直接目的補語，4番目で最後の分節en　Epireは間接（＝状況）補語
からをり立っている。したがって，文の論理的区分と詩句のリズム区分とが
　　　　　（9）
一致している。
　これに続いて，Clair　Tisseurは1893年に公にしたModestes　obscrvations
sur　l’art　de　versificrのなかで，《詩句はリズムによってたがいに結びつけら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）
れた一連の単語である》と定義し，《リズムは一種の拍子でり》，《拍子はある
いくつかの音が規則的な（あるいは不規則になることすらあるが）間を置いて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）
繰り返され，耳を喜ばせる原動力をなしている分節連続体系である》と説明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）
し，けっきょく《詩句とは特種な歌にすぎない》という結論を出している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）
　フランス語詩句では《音節数から引き出される拍子》が問題となるが，その
拍子を手に入れるためには音節数とともに，いくつかの場所におかれた強勢音
が必要である。しかし，Tisseurは必ずしも強勢音が時間的に等間隔で繰り返
されることを要求していないので，Becq　de　Fouquiさresのように，音節数に
よるリズム分節の速度変化についてはふれていない。それでもアレクサンドラ
ソの中央句切りや脚韻の必要性について，つぎのように説いている。
　ロマン派の詩句と呼ぽれている詩句のなかでも，古典的な（6番目の音節
のあとに置かれる）中央句切りは廃止されたわけではなく，ただ弱められた
にすぎない。（ロマン派の詩句では，）6番目の音節に置れた副次強勢音は軽
く人の注意をひき，朗論の途中でそこに軽くしるしをつけることを可能にし
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ているはずである。……そのために，耳は詩句を構成している音節の数を本
　　　　　　　　　　　　　（14）
能的に聞きとってしまうのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）
　脚韻については，《耳を迷わせることのないように響きのある脚韻の強制》
が必要で，《朗論にさいして，発音を強めることによって，あるいはまた，論
理的に見て意味が必ずしも休止を求めていない時でも，ある種の休止を置いて
　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）
脚韻に強くアクセントを置かねぽならない》としている。
　古典的なアレクサンドランでは，中央句切りと脚韻以外の音節に置かれるア
クセントは，数も場所も決まっていないと主張するが，《詩句がよいリズムを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）
もつためには4つを越える強勢音をもつことはまれである》とし，つぎのよう
なアレクサンドランの典型的な例をあげている。
　まず4つの強勢音をもつ詩句としては，
Le　poison　a　mon　corps　unit　mes　v6tements．
［CORNEILLE］
3つしかない詩句としては，
Lorsque　vous　rさgnerez，　que　serez－vous，　he’las！
［RACINE］
定位置にあるふたつのアクセントしかもたない例としては，
　　Avec　Britanicus　je　me　reconcilie．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［RAclNE］
　　　　（17）
をあげている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）
　Tisseurはまた，《脚韻が唯一の譜調であり，詩句のすべてである》とする
Banvilleの説にたいしては，《リズムこそは詩句の唯一の譜調であり，脚韻は
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　　　　　　　　　　　　　　（19）
リズムを証明するものにすぎない》と反論し，詩句のリズムの必要性を説いて
いる。
　Tisseurの論文と同じ年，　Jules　combarieuはLes　RapPorts　de　Ia
musique　et　de　la　po6sie　consid6r6es　au　point　de　vue　de　1’expression（1893）
という論文を公にし，Becq　de　Fouquiさresの説にたいして最初の反撃を試み
ている。彼はリズムを産み出すのは人間の理性であるという説をとなえ，まず
《詩の分析に音楽的観念をさしはさむことは，交響楽の分析に文学的観念をさ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20）
しはさむのと同様，なんの役にもたたない》，あるいはまた《詩と音楽を同一
のものとする考え方は，今日すべて単なる修辞の綾，幻想あるいは危険な邪説
　　　（21）
になった》と述べている。一方，《われわれはしぼしぼ詩句の音楽について語
るが，この印象はリズムの感覚と，詩人が濫用すれぽ必ず芸術の法則からはみ
出したり，自分の力を弱めたりすることになるある種の例外的な効果の感覚の
　　　　　（22）
みに限られる》として，音楽と詩のリズムのある種の相似については認めてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23）
る。そして，もっとも狭い意味でのリズムは《強拍と弱拍の規則的継起》であ
り，詩的リズムとは《音節群の数的平等と，この平等を耳に知らせる強勢音と
　　　　　　　　（24）
から構成されている》とも述べている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25）
　しかし，《詩の一リズムはあくまでも理性の創りだしたもの》とするComba－
rieuは，《リズムはなんらかの動きのなかで，持続時間の分割が反復されるこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26）
とを感ずるならぽ，そこには必ず存在する》が，《詩句のなか，または詩句体
系のなかには，時間の分割はない。強勢された音節の等間隔配置などというこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（27）
とにはなんら現実性がない。それははっきりさせることのできぬ事柄である》
と主張し，《ある作品の月並さが，リズムの正確さによることがなんと多いこ
　（28）
とか！》とまでいいぎっている。けっきょぐのところ，詩のリズムに関する彼の
説はつぎのようなものである。
詩のリズムは理性の創り出したものである。われわれをリズムのもとに導
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くのは，経験のあと押しではなく，われわれの知性の法則であり，欲求であ
る。というのは，知性はおのが支配する現象に向けられると，そこに調和と
明快さを導入しようとするからなのである。リズムは，文章構成法が思考に
たいして行うように，感覚にたいしてあの秩序の観念を実現させる。秩序の
観念とは，われわれの精神生活をしっかりと規制し，精神のあらゆる活動を
多かれ少なかれ系統だてようとするすぐれた本有観念である。詩句をふたつ
の等しい部分に分割させた原則は，われわれの感覚を整理して判断力をつけ
させ，その判断力を整理して論理的確信をもたせるものと同じである。それ
はまた，科学的分野において，われわれに提出された数かずの問題を分類
し，デカルトの規定にしたがって単純化せしめるものと同じである。それは
また，芸術作品のなかでは，形態とポーズの対応，線の配置，広がりの均衡
を無意識的に好ませるものと同じである。そのおかげで，言語という拡散し
た素材が明確になり，われわれの機能に適応するのである。ひとことにして
いえぽ，リズムはその起源を感覚のなかにもつのではなく，その内部に深く
はいり込み，その習性に適応させる知性のなかにもっているのである。リズ
ムは理性的であると同時に主観的な性格をもっている。詩句の均整のとれた
グループを構成する音節数の最大限6という数を定着させたものは，言葉の
動きを有機的に組織する理性と，この組織化をよりよく把握するために，い
くらかの分量しか使わないようにと組織化を制限するわれわれに自然に備わ
る感性の妥協の産物である。アレクサンドランは，かくして大きすぎもせず
小さすぎもしない広がり，mediocre　aliquid（何か中庸のもの），あるいは
Racineの言葉を借りれぽ，　juste　grandeur（適切な大きさ）をえたのであ
る。悲劇の幕の数を5と定めたのも，説教のなかで論じられる段数を3と決
めたのも，同じものである。秩序という観念をこのように特別に現実化する
ものが，知覚の努力を減少させることによって快楽を産み出すのである。秩
序が美の状件のひとつである以上，秩序の観念の現実化はわれわれの美的感
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覚を満足させる。それはまた，ばくぜんとではあるがわれわれの感性をもく
すぐる。なぜならぽ，秩序は共感の状件そのものである端正の結果でもある
からである。
　ともかくも，リズムは理性が言語に課するひとつの形態である。……詩人
のリズムが俳優の声によって示されると同時に，同じリズムがわれわれの内
部に作られ，しぼらくのあいだ，われわれの内的生命を規制するのである。
…… ｽしかに，心の奥底から湧き出る苦悩がが詩作の仕事の前にあり，魂に
最初の動揺を与えることはありうる。しかし，ほんとうの涙が流れることを
やめた時に初めて，別の涙，Mussetの告白にしたがえば，ちりばめられた
真珠が現われるのである。天賦の才に結びついた習性が，その苦しみに親し
みのある手頃な詩句の形態を与えることはあっても，詩人は苦しみが終わっ
た時に始めて歌い始めるのである。ほんとうの苦しみは姿を見せたがらない
もので，醜悪な音しか出さない。詩句がほとぼしり出るためには，知性が打
ちひしがれた感性を清め，たて直して，脇道にそれた感性を内心の声に一致
させるようひき戻し，激情を制して，解放された魂から一定距離を保たせる
　　　　　　　　　　（29）
ようにしなければならない。
　このように，CombarieuはBecq　de　Fouquiさresに真向から対立する説を
うち建てたのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一続く一
注
（1）　QuicheratのTrait6　de　Verrification　francaise（1850）がまだ入手できない
　　　ままなので．この引用は，Eug6ne　d’Eichthal：Du　Rythme　dans　la　Versifica－
　　　tion　f｝angaise［Paris，　Alphonse　Lemerre，1892］，p．22にょった。
（2）　ibidem．
（3）　Eichthal：　op．　cit．　P．21～22
（4）　F．de　Gramont：Les　vers　frangais　et　leur　prosodie［Paris，　Bibliothさque
　　d，educaton　et　de　r6cr壱cation，1876］，　P．81～82．
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（22）
〈23）
（24）
〈25）
〈26）
〈27）
（28）
〈29）
　フランス語詩句のリズムについての歴史的考察（3）（杉山）
（5）　F．de　Gramont：　op．　cit．　p．99．
（6）　L．Becq　de　Fouqui6res：　Trait696n壱ral　de　Versification　frangaise［Paris，
　　　　　G．Charpentier，1879］，　p．7～11
（7）　L．Becq　de　Fouquiさres：　oP。　cit．　P．20～25
（8）　L．Becq　de　Fouqui6res：　oP．　cit．　P．　45～49
（9）　L．Becq　de　Fouqui壱res：　oP．　cit．　pl　63～64
（10）Clair　Tisseur：Modestes　observations　sur　l，art　de　versifier［Lyon，　Bernoux
　　　　　et　Cumin，1893］，　p．3．
（11）　ibidem．
（12）　ibidem。
（13）　Clair　Tisseur：　op．　cit　p．5．
（14）　Cla量r　Tisscur：　op．　cit．　p．92．
（15）　Clair　Tisseur：　op．　c三t．　p．91．
（16）　qair　Tisseur：　op．　cit．　p．100，
（17）　Clair　Tisseur：oP，　cit．　P．99
（18）　Th壱odore　Banville：　Petit　trait6　de　Po6Sie　frangaise［Paris，　Bibliothさque
　　　　　Charpentier，1894］，　p．47．
（19）　Clair　Tisseur：　op．　c三t．　p．152．
（20）Jules　combaricu：Les　RapPorts　de　Ia　musique　et　de　la　po6sie　consid6r6e
　　　　　au　point　de　vue　de　Pexpl℃ssion［Paris，　F61ix　Alcan，1893］，　P・xix・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oJules　combarieu：
Jules　Combarieu：
Jules　combarieu：
Jules　Combarieu：
Jules　Combarieu：
Jules　Combarieu：
Jules　combarieu：
Jules　Combarieu：
Jules　combarieu：
OP。　clt・P・xx1・
op．　cit．　p．210．
oP．　cit，　P．257．　note（1）。
op．　cit．　p．251
0p．　cit．　p．259．
op．　cit．　p．247．
op．　cit．　p，247．
op．　cit。　p．258．
op．　cit．　p．259～261．
参考書はすべて本文中にあげたので，今回は省略する。
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